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研究成果の概要（和文）：　本研究では、顧客の不安を払拭し、安心・安全を提供するため、製品製造の生産過程に履
歴情報を付加し、流通履歴と顧客情報を結びつけることにより　一貫した品質保障の仕組みを提案している。対象を乳
製品に絞り、特に原材料に近い酪農家と家畜預託事業者が育成する家畜の出生から廃用までの記録管理を行うための情
報システムの提案を行い、運用を経てデータベースが完成している。今後は製造業への拡張する検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we dispel the anxiety of customers, to provide a safe and secure, 
has proposed a mechanism of consistent quality guarantee. We added the history information to the 
production process of product manufacturing, it has been proposed to be bound the distribution history 
and customer information. The aperture target dairy, especially we propose information system for 
recording management up for the waste from the birth of livestock to foster close dairy farmers and 
livestock deposit carrier raw materials, the database is completed through the operations there. It needs 
to be extended to consider to the manufacturing industry.

研究分野：生産管理

キーワード： 社会システム　トレーサビリィティ　品質保証
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１．研究開始当初の背景 
(1) 家電製品をはじめとした工業製品では，
部品の劣化や設計の不具合により毎月100件
もの事故が報告されている．原因として製品
が耐用年数を超えて使用されることもあげ
られるが，製造会社が，製品を構成する部品
のロットを特定できない，不良の部品を含む
製品がどの顧客にあるという情報がない点
があげられる．本研究では，これら顧客の不
安を払拭し，安心・安全を提供するため，部
品製造，製品製造の生産過程に履歴情報を付
加し，流通履歴と顧客情報を結びつけること
により一貫した品質保障の仕組みを提案す
る．そこでは生産計画と品質管理を基盤とし，
その既存理論に加えて問題解決のための新
たな管理技法を提案し，プロトタイプシステ
ムの開発と実証実験を通してその有効性を
検証し実務への適用を図る． 
 
(2)研究の学術的背景として，製造業では，製
造コストの低減として製品に使用される部
品の共通化が行われている．在庫費用を低く
抑える効果がある一方で，部品の不良により
その影響は多くの製品におよび，製造会社が
回収する作業を困難にし，そのコストも無視
することはできない．さらに複雑な流通過程
を経て消費者に届けられるため，製造会社が
不具合のある製品の所在を明らかにするこ
とは難しい．これまでは，生産管理学を基本
と し て MRP(Material requirements 
planning)システムの部品表 (BOM:Bill of 
materials)により部品と製品の関係が明確に
なり，企業間の流通では SCM(Supply Chain 
Management)により資材の調達から在庫管
理，製品の配送までをコンピュータを使って
総合的に管理されている．しかし，同一部品
で特定のロットに不良があるときの製品の
特定や消費者までを特定することは困難で
ある．これは工業製品に限らず加工食品まで
問題を波及させている． 
 
(3) 研究代表者らは，平成１７年度までに既
存ＥＲＰシステムをベースとした水産加工
食品業向けトレーサビリティシステムのプ
ロトタイプシステムの構築を行った．この研
究では，多段階の組立工程を対象に，ＭＲＰ
に基づく生産計画を中心に受注から出荷ま
でのプロセスをシステム化の範囲とした．そ
のうえで，実際の水産加工業者の品目（カニ

製品）と部品構成に基づく部品表を作成し，
部品製造とその供給先である製品製造の企
業取引モデルを設定した（図１）．さらに実
取引を想定したデータを適用し，受注から出
荷までのプロセスを遡及・追跡するシミュレ
ーションにより動作確認と効果検証を行い，
研究成果として発表した． 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，上記の研究成果を基盤にし
て，MRP システムの部品表と生産実績であ
る履歴情報を融合するシステム（部品－製品
管理システム）と，製品の流通過程を追跡す
るための履歴情報を用いた新しい流通管理
システム（製品－顧客管理システム）を提案
する．図２は，提案システムの概要を示した
ものである．部品（○,△,◇）は複数の製品
に用いられる部品の共用性があることを前
提とし，製造，流通，販売の実績は履歴管理
ファイルに一元的に保管される．製品に不良
が生じたときは履歴管理ファイルを元に原
因となる部品(○)を特定し，その原因と対処
を決め（遡及），その部品を使用している製
品と購入顧客及び流通在庫，製造工程内の仕
掛在庫を抽出し（追跡），不良の製品を迅速
に回収し，取り替えや修理等の措置を可能と
する．これにより，共用性の高い部品であっ
ても，不具合や不良が発生した時点で被害を
最小限に留め，かつ被害状況に応じた迅速な
対応を可能とし，消費者に安心・安全を与え
る新たな品質保障システムを実現する． 

 
３．研究の方法 
(1) 当初の研究方法 
①本研究の手順と研究項目間の関係を図３
に示す．最初に，MRP システムの構築・機能
追加と生産履歴情報に必要な項目をあげ，顧
客管理に関する課題を整理し，本研究の範囲
で問題となる課題を分析する． 
②その解決のための部品－製品管理システ
ム，製品－顧客管理システムを構築し，その
後，２つのシステムを連携した実験を行なう． 
 
 



 
(2) 実際の研究方法 
①本研究は，対象を乳製品に絞り，特に原材
料に近い酪農家と家畜預託事業者が育成す
る家畜の出生から廃用までの記録管理を行
うための情報システムの提案を行った.近年，
国内の乳製品加工業は，牛乳の生産量が減少
する一方で，乳飲料は増加傾向を示すなど，
消費者ニーズが多様化している．これにより，
多品種少量生産が進行し，対応するために乳
牛育成から乳製品の販売までの乳製品サプ
ライチェーン（以下，SC）の業務支援を図り
ながら，生産履歴情報を収集し，それを活用
していくことが求められる．近年では，特に
食の安全に対する消費者のニーズが高まっ
ており，乳製品加工業者だけではなく生産者
も生産履歴を蓄積して，開示要求に対応可能
な状態が求められている． 
②今後の乳製品 SC では，酪農家の家畜育成
を代行する家畜預託事業者が重要な存在に
なると考える．酪農家の所有する家畜が一定
期間手を離れ，家畜預託事業現場で育成され
ることから，酪農家と家畜預託事業者の間に
おける関係強化や情報共有を積極的に進め
ることが求められる． 
③本研究では，乳製品 SC 内で特に業務支援
が必要であると考える上流プロセスに着目
し，個人酪農家と家畜預託事業者における家
畜管理業務の効率化と生産履歴情報を管理
する情報システムを提案する．  
 
４．研究成果 
(1)乳製品のサプライチェーンのまとめ 
乳製品 SC は，乳牛育成，集乳，加工，流通，
販売と消費の 6プロセスからなる．乳牛育成
プロセスに該当する酪農家と家畜預託事業
者が乳用牛を育成して生乳を生産する．生産
された生乳は集乳プロセスを経由して製造
プロセスに渡り，乳製品が製造される． 
その後，流通，小売プロセスを経て消費者へ
販売される． 
乳製品 SC において，安定した生乳生産や消
費者からの情報開示要求の高まりなどから，
最上流の乳牛育成プロセスにおける業務負
担が増加している．本研究では，乳牛育成プ
ロセスに着目し，酪農家と家畜預託事業者の

業務支援に向けた情報技術活用の提案を行
う． 
 
(2)乳牛育成プロセスの定義 
酪農家が生乳生産目標量に合わせて種付計
画を立案し，乳牛の頭数を調整する．乳牛の
中でも搾乳可能段階の経産牛より搾乳して
生乳を農協等へ出荷する．搾乳できない育成
牛段階の乳牛は，家畜預託事業へ預けて育成
を委託することで酪農家は生乳生産に専念
することができる． 
 
(3)乳牛育成プロセスにおけるシステム要件 
酪農家と家畜預託事業者の家畜育成現場で
生産履歴情報（家畜育成記録）を収集する情
報システムを提案する．乳牛育成プロセスに
おける生産履歴情報の項目を表 1 にまとめ
る．提案システムにより収集された各現場で
の生産履歴情報を関連付けて管理すること
で，家畜の全育成段階での記録として管理を
行う．管理する情報は乳製品 SC の下流プロ
セスに提供することを目指す．また，酪農家
の業務負担が非常に大きい分娩直前牛の看
視を情報技術の活用を通して支援する． 
 
(4)酪農家・家畜預託事業支援システムの提
案と構築 
酪農家と家畜預託事業者のそれぞれの育成
現場での生産履歴情報の収集と共有，また，
酪農家の農場での家畜看視を支援する機能
を持った情報システムを提案する（図 4）．
本システムは，3 つのサブシステムを持って
おり以下にそれぞれの詳細な説明を行う． 
 

 
①牧野管理システム 
酪農家から家畜を預かって代わりに育成す
る家畜預託事業の現場での生産履歴情報の
収集を行う仕組みをデスクトップアプリケ
ーションとして構築する．現状，用いられて
いる業務日誌と同様の画面フォームとする
ことでシステム導入後の負担増加を防ぐ．本
サブシステムで収集された情報は後に説明
する酪農情報配信システムを用いて酪農家
と共有を図る． 
②酪農情報配信システム 
家畜預託事業現場から酪農家に対して預託
現場での家畜育成状況，近隣家畜市場の価格



速報や酪農関連ニュースなどの情報配信を
支援する．Web アプリケーションを構築して
Web 上のお知らせ，メールマガジンの形式で
情報を配信する．情報を配信する際は，
CMS(Content Management System)の他に携帯
電話のメール機能を用いて酪農家に対して
一斉に配信できる機能を持たせることで，家
畜預託事業者が容易に情報配信できる仕組
みを構築する． 
③農場管理システム 
酪農家の農場での分娩直前牛の看視を支援
するために，スマートフォンを牛舎に設置し，
カメラを使用して一定間隔で撮影する．スマ
ートフォンから送信された画像はWebブラウ
ザ上で参照できる仕組みとすることで，他の
作業の合間などに看視が可能となる． 
 
(5)提案システムの運用 
①運用の概要 
構築した情報システムのうち，牧野管理シス
テムと酪農情報配信システムを岩手県滝沢
市の家畜預託事業者と酪農家へ導入を試み
る．各サブシステムの運用状況について以下
に報告する． 
②牧野管理システム 
システムの有効性を検証するために家畜個
体情報約 1000 件，預託元農家情報約 100 件
と業務日誌情報1ヶ月分を登録して動作検証
を行った．また，この情報を含んだプロトタ
イプを，家畜預託事業現場の作業員 8名に利
用していただき意見を頂いた．その中では，
情報の数が膨大になる家畜情報や業務日誌
をシステム上で管理することは有効である
が，家畜の治療情報など短時間に参照が繰り
返される情報に関しては従来での管理方法
が適しているという意見を頂いた． 
③酪農情報配信システム 
預託現場での家畜育成記録や家畜市場での
価格速報などこれまでに 258 件が 61 名の酪
農家に配信された．配信された情報の中でも，
東日本大震災の影響による放牧制限情報や
牧草中の放射性物質調査の結果などの緊急
的な情報配信にも多く活用された． 
④システム運用の考察 
提案システムの運用により，家畜預託事業現
場での生産履歴情報の収集と酪農家への情
報配信を実現することができた．表 1 にまと
める生産履歴情報の中でも，家畜個体情報は
酪農家が提出している各種届出の情報を活
用して収集し，育成記録はこれまでと同様の
日誌形式での収集を実現したことにより業
務負担を増加させずに情報収集を行うこと
が可能になった． 
 
(6)得られた知見と今後の課題 
本研究では，乳製品 SC に含まれている乳牛
育成プロセスにおいて，業務支援が求められ
ている現状から酪農家と家畜預託事業者に
おける情報技術を活用した提案を行った． 
今後の課題として，提案システムを運用し，

家畜預託事業現場での生産履歴情報の収集
を支援する．収集した情報と整理した酪農家
の農場での情報を合わせ，乳製品トレーサビ
リティ実現を目指す． 
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